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パルス列のモデル，および周波数の異なる 2 つのパルスのモデルとなることを示している o
、第 3 章では，帯域通過フィルタ挿入によるパルス間相互作用の抑制効果を調べている o 解析法として準粒子的方法
























(1 )パルス間相互作用の解析に，非線形シュレディンガ一方程式の厳密解である 2 ソリトン解が適用できることを示
し， 2 ソリトン解の性質を用いて 2 つのパルスが相互作用を起こす様子を理論的に明らかにする方法を提案して
いる。
(2)伝送路中に帯域通過フィルタを挿入した場合の，パルス間相互作用によるタイミングジッタの抑制効果を解析す
るため，準粒子的方法および 2 ソリトン解を用いた摂動逆散乱法を提案し，帯域通過フィルタの挿入，帯域通過
フィルタと非線形利得の挿入，およびスライディング周波数フィルタの挿入の 3 つの場合についてパルス間相互
作用抑制のメカニズムを明らかにしている。
(3)弱い分散補償を施した伝送路におけるパルス間相互作用によるタイミングジッタの抑制効果を解析するため，ガ
イディングセンタ一理論に基づく解析法を提案し，分散補償伝送路における最適パルス波形を示すとともに，
ルス間相互作用の抑制効果を定量的に求める方法を明らかにしている o
(4)強い分散補償を施した伝送路におけるゴードンハウス効果によるタイミングジッタを解析するために， ラグラン
ジュの変分法にもとづく解析法を提案し，分散補償伝送路中のゴードンハウスジッタを定量的に求める方法を明
らかにしている。さらに増幅器間隔と受信機の位置の最適化によるゴードンハウスジッタの抑制技術を提案して
いる。
以上のように，本論文は，長距離超高速光通信におけるソリトン伝送路の最適設計のための新たな理論的解析法を
提案しており，その技術の有効性についても詳細な検討により明らかにしている。この研究で得られた成果の妥当性，
有用性は極めて高く評価され，通信工学，特に光ファイパ通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文
は，博士論文として価値あるものと認める o
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